
復
刻
版

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
か
ら
満
洲
移
民
へ
―

大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
日
本
の
海
外
移
住
の
実
態
、
現
地
社
会
と
日
本
人
と

の
か
か
わ
り
、そ
し
て
国
内
の
様
子
を
克
明
に
記
し
た
稀
有
な
雑
誌『
海
の
外
』。

「
移
民
先
進
県
」
長
野
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
「
移
民
」
の
原
点
を
伝

え
る
幻
の
資
料
を
つ
い
に
復
刻
！

推　
　
　

薦
─
和
田
敦
彦　
名
村
優
子　
齊
藤
俊
江

刊
行
に
よ
せ
て
─
永
田
翼　
木
村
快

底
本
―
『
海
の
外
』
第
一
号
～
第
二
五
四
号
（
一
部
欠
）

　
　
一
九
二
二
年
四
月
～
一
九
四
三
年
六
月

『
信
濃
開
拓
時
報
』
創
刊
号
～
第
一
一
号

　
　
一
九
四
四
年
七
月
～
一
九
四
五
年
五
月

編
集
　
森
武
麿
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

不
二
出
版

▶�
神
戸
を
出
航
す
る
移
民
船
の
様
子
（『
在
伯
同
胞
活
動

写
真
帳
』
一
九
三
八
年
）。

アリアンサの様子（2003年撮影。『創設八十年―アリアンサ移住地』2012年）

▲『海の外』第91号、1930年１月、表紙

全３回配本・全７巻・別巻１



▲アリアンサの位置。サンパウロ市から内陸に600㎞超の奥地に建設された（『日本力行会百年
の航跡』1997年）。

▲長野県に渡満者数の激増を報じる記事（『信濃開拓時報』第
６号、1944年12月）。

『
海
の
外
』
は
一
九
二
二
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
、
長
野
県
の
信
濃
海
外
協
会
の
機
関
紙
で
あ
る
。

一
九
一
〇
年
代
か
ら
海
外
移
民
の
推
進
の
た
め
に
、
各
府
県
で
海
外
協
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
で
も
信
濃
海
外
協
会
が
設
立
さ
れ
た
長
野
県
は
、
最
も
多
く
の
満
洲
移
民
を
送
出
し
た
県
と
し
て
有
名

で
あ
ろ
う
。
長
野
県
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
本
格
的
に
移
民
政
策
を
展
開
し
て
お
り
、
中
で
も
ブ
ラ
ジ
ル

へ
の
移
民
に
熱
を
注
ぎ
、
他
県
の
範
と
な
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
時
期
に
移
民
熱
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
い
た
背
景
に
は
、
増
え
続
け
る
人
口
を
国
内

で
は
養
え
な
い
と
い
う
困
窮
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
「
解
決
」
の
た
め
に
活
動
し
た
海
外
協
会
の

分
析
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
各
府
県
海
外
協
会
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
は
、
各
協
会
の
機
関
紙
の
残
存
状
況
が
悪
く
、
総
覧
が
困
難
で
あ
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
『
海
の
外
』
は
、
廃
刊
と
な
る
一
九
四
三
年
五
月
ま
で
に
二
五
三
号
が
毎
月
刊

行
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
四
四
年
七
月
に
は
後
継
誌
『
信
濃
開
拓
時
報
』（
長
野
県
開
拓
協
会
発
行
）
が
創
刊
、

終
戦
間
際
の
一
九
四
五
年
五
月
ま
で
一
一
号
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
復
刻
版
に
は
、
現
存
が
確
認
で
き

る
二
〇
七
号
（『
海
の
外
』
一
九
六
号
、『
信
濃
開
拓
時
報
』
一
一
号
）
を
収
録
し
て
い
る
。

そ
の
紙
面
に
は
、
移
民
奨
励
の
様
子
の
み
な
ら
ず
、
移
住
地
の
経
営
状
況
、
現
地
か
ら
の
通
信
が
掲

載
さ
れ
、
ま
た
地
域
も
ブ
ラ
ジ
ル
や
満
洲
に
限
定
さ
れ
ず
、
排
日
運
動
下
の
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
と

い
っ
た
、
広
範
な
地
域
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
別
巻
と
し
て
森
武
麿
『
満
洲
移
民
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
─
信
濃
海
外
協
会
「
海
の
外
」
を
対
象

と
し
て
─
附
「
海
の
外
」
総
目
次
・
索
引
』
を
刊
行
。『
海
の
外
』、『
信
濃
開
拓
時
報
』
の
特
徴
、
関
わ
っ

た
機
関
や
人
び
と
、
そ
し
て
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
な
ぜ
長
野
県
の
移
民
送
出
は

盛
ん
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
か
、
そ
の
経
済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
背
景
を
解
明
、『
海
の
外
』
活
用
の
格

好
の
手
引
き
と
な
る
だ
ろ
う
。

海
外
か
ら
日
本
へ
の
移
民
が
増
え
両
者
の
間
の
摩
擦
も
増
え
る
な
か
で
、
過
去
逆
の
立
場
に
あ
っ
た

日
本
人
が
、
ど
の
よ
う
な
経
験
や
思
い
を
経
て
生
き
抜
い
て
い
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
本
資
料
集
を
供
し
た
い
。

不
二
出
版
編
集
部

復
刻
に
あ
た
っ
て

◎
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
継
続
的
に
刊
行
さ
れ
た
『
海
の
外
』『
信
濃

開
拓
時
報
』
を
復
刻
。
日
本
の
国
際
的
立
場
が
揺
れ
動
い
た
時
期
の
移
民
奨
励

や
そ
の
姿
を
活
写
。

◎
ブ
ラ
ジ
ル
・
満
洲
の
み
な
ら
ず
、
排
日
運
動
下
の
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
と

い
っ
た
、
広
範
な
地
域
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
。

◎
日
本
の
移
民
政
策
の
変
遷
、
移
民
が
盛
ん
で
あ
っ
た
背
景
、
そ
し
て
『
海
の
外
』

の
今
日
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
、
森
武
麿
の
別
巻
『
満
洲
移
民
と
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
―
信
濃
海
外
協
会
「
海
の
外
」
を
対
象
と
し
て
─
附
「
海
の
外
」
総
目
次
・

索
引
』
を
附
す
（
第
二
回
配
本
時
、
分
売
可
）。

本
書
の
特
徴



一
九
一
四
年
に
日
本
力
行
会
の
二
代
目
会
長
と
な
っ
た
永
田
稠
は
信
濃
海
外
協
会
の
創
設
に
加
わ
り
、

機
関
誌
『
海
の
外
』
で
あ
る
べ
き
移
住
を
主
張
し
た
。
自
身
が
米
国
移
民
を
経
験
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
満
洲

に
移
住
地
を
作
り
、
ま
た
移
民
を
送
り
出
し
た
永
田
の
思
想
は
、
未
だ
に
生
き
て
い
る
。

珈
琲
よ
り
人
を
つ
く
れ

日
本
か
ら
の
移
民
を
排
斥
す
る
米
国
に
代
わ
る
移
住
地
を
探
し
て
中
南
米
を
一
巡
し
た
永
田
は
、
一

九
二
〇
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
出
会
っ
た
。
移
住
は
出
稼
ぎ
で
は
う
ま
く
行
か
な
い
。
理
想
を
も
っ
て
新
天
地

を
開
拓
し
、
時
間
を
か
け
て
そ
の
地
に
溶
け
込
み
永
住
す
る
自
立
移
民
で
あ
る
べ
き
だ
。
一
九
二
四
年
、

信
濃
海
外
協
会
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
奥
地
に
ア
リ
ア
ン
サ
移
住
地
と
な
る
土
地
を
購
入
し
た
。
分
譲
さ

れ
た
土
地
は
、
購
買
力
の
あ
る
農
家
の
次
三
男
、
武
者
小
路
実
篤
の
「
新
し
き
村
」
に
触
発
さ
れ
た
知
識

人
、
そ
し
て
一
九
二
三
年
の
関
東
大
地
震
を
契
機
に
新
天
地
を
求
め
て
い
た
人
び
と
な
ど
に
、
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
た
。

ア
リ
ア
ン
サ
の
入
植
者
た
ち
は
、
銀
ブ
ラ
移
民
と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
ま
で
の
移
民
と
違
っ
て

い
た
。
永
田
は
彼
ら
に
〝
珈
琲
よ
り
人
を
つ
く
れ
〟
と
い
う
言
葉
を
与
え
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
栽
培
し
て
経

済
的
な
繁
栄
を
求
め
る
よ
り
、
有
意
な
人
材
を
育
て
る
方
が
大
切
だ
と
説
い
た
の
だ
。
こ
の
言
葉
は
、
日

系
社
会
で
最
高
の
標
語
と
な
っ
た
。
そ
し
て
百
周
年
を
迎
え
る
ア
リ
ア
ン
サ
は
、
今
で
も
有
為
の
人
材
を

輩
出
し
続
け
て
い
る
。

剣
で
と
っ
た
も
の
は
剣
で
と
り
返
さ
れ
る

満
洲
国
を
建
設
し
た
陸
軍
は
、
永
田
に
日
本
か
ら
の
農
業
移
住
は
可
能
か
と
問
う
た
。「
可
能
だ
。
た

だ
し
剣
で
と
っ
た
も
の
は
剣
で
と
り
返
さ
れ
る
。
鍬
で
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
え
た
と
い
う
。

平
和
的
移
住
も
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
一
九
三
二
年
、
関
東
軍
は
第
一
時
武
装
移
民
を
入
植
さ
せ
た
。
し

か
し
移
住
を
知
ら
な
い
軍
人
た
ち
の
机
上
の
計
画
は
破
綻
し
た
。
陸
軍
は
再
び
永
田
に
移
住
専
門
家
と
し

て
の
調
査
、
報
告
を
求
め
た
。

「
先
住
者
の
強
制
退
去
、
準
備
不
足
の
ま
ま
で
の
入
植
は
、
世
界
各
国
の
移
住
計
画
に
そ
の
例
を
見
な

い
暴
挙
だ
。
先
住
者
を
排
除
し
な
け
れ
ば
、
移
住
地
の
建
設
は
で
き
な
い
の
か
」
と
、
永
田
は
強
烈
な
批

判
を
し
た
。
張
作
霖
爆
殺
事
件
で
現
場
を
指
揮
し
た
東
宮
鉄
男
大
佐
は
「
匪
賊
討
伐
を
し
な
が
ら
の
移
住

で
、
万
端
の
準
備
な
ど
不
可
能
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
条
件
は
異
な
る
。
帝
国
百
年
の
移
民
国
策
の
利
胆
に
あ

た
り
、
新
日
本
建
設
前
衛
の
移
民
地
に
文
句
を
つ
け
る
輩
は
国
賊
と
言
う
べ
き
だ
」
と
糾
弾
し
、
永
田
は

関
東
軍
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
関
東
軍
は
「
満
洲
農
業
移
民
百
万
戸
移
住
計
画
」
を
推
し
進
め
た
。

そ
れ
で
も
東
宮
大
佐
の
戦
死
後
、
新
京
市
に
力
行
村
の
建
設
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
新
京
力
行
村
は

小
規
模
で
は
あ
っ
た
が
モ
デ
ル
農
園
と
な
り
、栽
培
指
導
な
ど
を
通
じ
近
隣
の
中
国
人
た
ち
と
交
流
し
た
。

そ
れ
は
、
永
田
の
考
え
る
移
住
だ
っ
た
。
敗
戦
と
と
も
に
襲
撃
さ
れ
る
日
本
人
集
団
地
が
多
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
力
行
村
は
中
国
人
た
ち
に
守
ら
れ
た
。
中
国
人
村
長
は
「
力
行
村
を
襲
撃
す
る
者
は
子
々

孫
々
ま
で
同
胞
と
思
わ
な
い
」
と
張
り
紙
を
し
た
と
い
う
。

（
な
が
た
・
た
す
く
）

※
本
稿
は
、
本
復
刻
版
の
刊
行
に
際
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
永
田
翼
氏
（
永
田
稠
の
ご
令
孫
）
に
ご
寄
稿
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

戦
前
戦
後
を
通
じ
て
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
三
五
万
人
以
上
と
言
わ
れ
、
一
九
九
〇
年
代
に

は
日
系
人
は
二
〇
〇
万
人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
た
。
か
つ
て
の
日
本
人
移
住
地
は
、
日
系
人
の
流
出

と
入
れ
替
わ
り
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
流
入
が
進
み
、ブ
ラ
ジ
ル
人
中
心
の
都
市
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
今
日
で
も
日
系
移
住
地
の
た
た
ず
ま
い
を
残
し
て
い
る
の
が
ア
リ
ア
ン
サ
移

住
地
で
あ
る
。

ア
リ
ア
ン
サ
は
輪
湖
俊
午
郎
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、
永
田
稠
（
日
本
力
行
会
会
長
）、
信
濃
海
外
協

会
に
よ
る
移
住
地
建
設
運
動
の
中
で
建
設
さ
れ
た
。
当
時
の
国
策
移
民
が
、
出
稼
ぎ
移
民
を
送
り
出

す
だ
け
で
、
送
り
込
ん
だ
あ
と
の
生
活
は
移
民
自
身
の
責
任
と
し
て
い
た
こ
と
へ
の
批
判
か
ら
、
移

住
者
自
身
に
よ
る
自
治
経
営
を
お
こ
な
う
、
ブ
ラ
ジ
ル
唯
一
の
協
同
組
合
移
住
地
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
排
日
運
動
、
国
策
移
民
と
の
対
立
の
中
に
お
か
れ
、
一
九
三
八
年
に
は
経

営
権
を
失
っ
て
し
ま
う
。

今
回
復
刻
さ
れ
る
信
濃
海
外
協
会
機
関
誌
『
海
の
外
』
に
は
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
移

民
の
様
子
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
が
困
難
に
な
っ
た
の
ち
に
推
進
さ
れ
る
満
洲
へ
の

移
民
の
様
子
も
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
る
。

今
や
世
界
は
国
の
違
い
を
超
え

て
、
人
間
の
暮
ら
し
を
地
球
規
模

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

で
あ
る
。
各
国
か
ら
の
移
住
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
多
数
派
文

化
へ
の
同
化
を
迫
る
政
策
を
捨
て
、

各
移
住
民
の
文
化
を
尊
重
す
る
文

化
的
多
元
主
義
の
道
を
志
向
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
日

本
か
ら
移
住
し
た
人
々
の
文
化
が

ど
の
よ
う
な
一
角
を
な
す
の
か
。

こ
れ
は
日
系
人
の
問
題
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
が
背
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
る
基
礎
と
し
て
『
復
刻
版　

海
の
外
』
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
。

（
き
む
ら
・
か
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
座
代
表
）

今
も
生
き
続
け
る
永
田
稠
の
理
念

共
生
の
大
地
ア
リ
ア
ン
サ
と
『
海
の
外
』

永
田
　
翼

木
村
　
快

今
も
生
き
続
け
る
永
田
稠
の
理
念

共
生
の
大
地
ア
リ
ア
ン
サ
と
『
海
の
外
』

刊
行
に
よ
せ
て

▲ブラジル開拓地農園の風景（「日本力行会所蔵幻灯画像史料」）



内
容
見
本

海
外
へ
と
移
民
し
て
い
っ
た
人
び
と
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
も
と
に
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
移
民
地
の
情
報
や
移
民
の
仕
方
、
あ
る
い
は
将
来
的
な
見
通
し
を
、
何
を
も
と
に
判

断
し
た
の
だ
ろ
う
。
移
民
に
つ
い
て
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
や
教
育
の
役
割
に
関
心
を
も
っ
て

調
べ
て
い
た
折
、
信
濃
海
外
協
会
の
雑
誌
『
海
の
外
』
は
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
。

こ
う
し
た
移
民
情
報
を
長
野
県
内
に
向
け
て
詳
細
に
送
り
出
す
と
と
も
に
、
海
外
に
移
住

し
た
県
民
か
ら
の
通
信
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
信
濃
海
外
協
会
は
県

内
、
海
外
に
支
部
を
つ
く
り
、
雑
誌
を
通
し
て
活
発
な
情
報
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
。

た
だ
、
こ
の
雑
誌
の
所
蔵
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
な
か
な
か
そ
の
全
体
を
調
べ
る

こ
と
が
か
な
わ
か
っ
た
。

一
九
二
二
年
の
信
濃
海
外
協
会
の
成
立
に
は
、
当
時
民
間
で
移
民
教
育
を
展
開
し
て
い

た
日
本
力
行
会
や
、
長
野
県
の
信
濃
教
育
会
が
大
き
く
関
わ
る
。
当
時
の
移
民
を
仲
立
ち

す
る
多
様
な
組
織
、
す
な
わ
ち
移
民
会
社
や
各
県
の
海
外
協
会
、
海
外
移
住
組
合
、
や
が

て
設
置
さ
れ
る
拓
務
省
な
ど
と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
の
も
興
味
深
い
。
信
濃
海
外
協
会

は
大
正
末
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
大
規
模
な
移
住
地
を
購
入
し
、
県
民
に
よ
る
集
団
移
民
を
呼

び
か
け
て
い
く
。
こ
の
移
住
地
の
購
入
や
、
契
約
、
移
民
の
県
内
で
の
応
募
活
動
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
追
え
る
こ
と
に
も
驚
い
た
。
地
域
の
移
民
情
報
に
対
す
る
問
い
は
、
国
境
を

越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
意
識
や
発
見
に
も
結
び
つ
い
て
い
く
。
そ
う
し
た
可
能
性
を

も
っ
た
雑
誌
と
し
て
、
移
民
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
、
教
育
、
地
理
、
経
済
な
ど
諸

領
域
の
研
究
に
有
効
な
資
料
と
し
て
推
薦
し
た
い
。

（
わ
だ
・
あ
つ
ひ
こ　

早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授
）

海
の
外
へ
の
い
ざ
な
い

和
田
　
敦
彦

海
の
外
へ
の
い
ざ
な
い

推
薦
文

▲四面付見本。本復刻版を45％に縮小して掲載（『海の外』第７号、1922年10月）。
　ブラジルや満洲のみならず、世界各地からの通信が掲載されている。1920年代はアメリ
カでの排日運動を話題にするものが多い。

▲『海の外』第53号、1926年10月
　日本国内の過剰人口問題の解決策を海外移住に見い出している。

信
濃
海
外
協
会
は
全
国
七
番
目
の
海
外
協
会
と
し
て
一
九
二
二
年
一
月
に
設
置
さ
れ
た
。

機
関
誌
『
海
の
外
』
に
は
、
在
外
長
野
県
人
か
ら
の
通
信
や
、
世
界
各
地
の
移
植
民
の
実

情
や
産
業
に
関
す
る
報
告
、
移
植
民
奨
励
に
関
す
る
施
策
や
講
演
会
の
案
内
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
海
外
移
植
民
を
奨
励
す
る
こ
の
よ
う
な
活
動
は
他
府
県
の
海
外
協
会
で
も

行
わ
れ
て
い
た
が
、
信
濃
海
外
協
会
の
特
筆
す
べ
き
活
動
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
日
本

人
移
住
地
建
設
事
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
九
二
四
年
一
〇
月
、
協
会
幹
事
の
永
田
稠
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
派
遣
さ
れ
、
当
時
の
開
拓

前
線
で
あ
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
北
西
部
の
土
地
五
三
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入
し
、
移
住

地
建
設
が
は
じ
ま
っ
た
。

ア
リ
ア
ン
サ
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
移
住
地
は
、
協
会
総
裁
で
あ
る
本
間
利
雄
長
野
県

知
事
が
「
移
民
は
決
し
て
徒
手
空
拳
に
て
、
行
か
し
め
て
は
な
ら
な
い
、
資
本
の
後
援
が

有
り
確
実
な
る
計
画
の
下
に
、
送
る
で
（
な
）
け
れ
ば
、
成
功
す
る
者
は
稀
で
あ
る
」（『
海

の
外
』
伯
剌
西
爾
移
住
地
建
設
号
、
一
九
二
三
年
六
月
、
五
頁
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
学
校
や

病
院
、
工
場
な
ど
を
整
備
し
た
理
想
的
移
住
地
と
し
て
構
想
さ
れ
、
長
野
県
内
外
の
人
々

を
ひ
き
つ
け
た
。
移
住
者
に
は
、
元
官
僚
や
農
工
文
学
士
、
医
者
、
歌
人
や
俳
人
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
中
産
階
級
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
経
済
的
成
功
一
辺
倒
で
は
な
く

文
化
、
教
育
、
宗
教
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら
、
在
伯
日
本
人
社
会
に
お
い
て
「
銀
ブ
ラ
移
民
」

と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
ア
リ
ア
ン
サ
移
住
地
の
経
営
が
理
想
ど
お

り
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
移
住
地
の
建
設
経
験
は
、
海
外
移
住
組
合
法

施
行
を
経
て
、
日
本
政
府
出
資
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
地
建
設
事
業
に
引
き
継
が
れ
た
。

各
府
県
で
海
外
協
会
や
海
外
移
住
組
合
が
盛
ん
に
設
立
さ
れ
た
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代

は
、
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
の
隆
盛
期
に
あ
た
る
。
各
府
県
の
機
関
は
、
移
民
を
送
り

出
す
国
家
と
実
際
に
渡
航
す
る
人
々
の
間
に
あ
っ
て
、
具
体
的
な
移
動
を
方
向
づ
け
る
役

割
を
担
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。『
海
の
外
』
復
刻
に
よ
っ

て
海
外
協
会
の
実
務
と
役
割
が
明
ら
か
に
な
り
、
協
会
の
活
動
を
通
じ
て
長
野
県
の
人
々

が
ど
の
よ
う
な
情
報
や
宣
伝
に
触
れ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
て
、
海
外
渡
航
す
る
に

至
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
年
、
近
代
以
降
の
日
本
人
の
移
動
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
日
本
の
勢
力

圏
に
移
動
し
た
「
植
民
」
と
、
南
北
米
な
ど
に
移
動
し
た
「
移
民
」
を
別
個
の
も
の
と
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
共
通
点
や
連
続
性
に
着
目
す
る
研
究
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
移
住
地
建
設
と
い
う
特
別
な
経
験
を
持
ち
、
後
に
は
全
国
最
多
の
満
洲
移

民
を
送
り
出
し
た
長
野
県
の
人
々
が
、「
海
の
外
」
を
ど
う
認
識
し
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
た
の
か
。
こ
の
実
態
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
本
誌
の
復
刻
は
、
帝
国
日
本
の
人
の
移

動
に
つ
い
て
、
研
究
の
空
隙
を
埋
め
る
重
要
な
記
録
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
な
む
ら
・
ゆ
う
こ　
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

『
海
の
外
』
が
つ
な
ぐ
ブ
ラ
ジ
ル
と
満
洲

名
村
　
優
子

『
海
の
外
』
が
つ
な
ぐ
ブ
ラ
ジ
ル
と
満
洲



齊
藤
　
俊
江

▲『海の外』第58号、1927年３月

▲『海の外』裏表紙の広告（第42号、1925年11月）

▲『海の外』第145号、1934年５月
　世界恐慌後の日本人移民の激増を背景に、ブラジルにおいても排日運
動に直面してしまう。

『
海
の
外
』『
信
濃
開
拓
時
報
』
の
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
。

本
誌
は
大
正
末
期
か
ら
一
九
四
五
年
の
終
戦
ま
で
に
、
多
く
の
民
衆
が
体
験
し
た
激
動
の

時
代
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
る
。

一
九
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
信
濃
海
外
協
会
は
長
野
県
庁
内
に
事
務
所
を
置
き
、『
海
の

外
』を
毎
月
発
行
し
た
。印
刷
は
信
濃
毎
日
新
聞
社
印
刷
所
で
、県
内
を
中
心
に
配
ら
れ
た
。

『
海
の
外
』
は
、
日
本
の
過
剰
人
口
問
題
の
解
決
策
を
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
に
求
め
た
が
、
一
九

二
九
年
に
は
満
洲
へ
の
移
民
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
の
信
濃
海
外

協
会
十
周
年
記
念
で
は
「
満
洲
愛
国
信
濃
村
建
設
趣
旨
」
を
か
か
げ
、
永
田
稠
が
理
想
と

し
た
民
間
団
体
か
ら
、
政
治
色
の
強
い
団
体
に
変
貌
し
て
い
っ
た
。

一
九
四
一
年
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
信
濃
海
外
協
会
は
翌
年
改
組
さ

れ
、
一
九
四
四
年
に
は
長
野
県
開
拓
協
会
と
発
展
的
に
改
称
さ
れ
る
。
機
関
誌
『
海
の
外
』

は
廃
刊
と
な
り
、
あ
ら
た
に
『
信
濃
開
拓
時
報
』
と
し
て
一
九
四
五
年
五
月
、
第
一
一
号

ま
で
発
行
さ
れ
た
。
組
織
名
は
変
わ
っ
て
も
、
会
長
は
知
事
の
ま
ま
で
役
員
も
ほ
ぼ
同
じ

人
で
占
め
た
。

『
信
濃
開
拓
時
報
』
第
六
号
（
一
九
四
四
年
一
二
月
）
に
は
、
一
九
四
四
年
の
県
内
の
義

勇
軍
を
含
む
満
洲
移
民
者
は
三
八
九
三
名
で
、
開
拓
事
業
開
始
以
来
、
最
大
規
模
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。
第
七
号
（
一
九
四
五
年
一
月
）
に
は
長
野
県
開
拓
協
会
長
・
大
坪
保
雄
（
長

野
県
知
事
）
の
「
昭
和
二
十
年
こ
そ
決
勝
の
年
た
ら
し
む
る
べ
く
我
等
一
億
総
べ
て
特
攻

精
神
を
以
っ
て
こ
と
に
当
た
る
…
…
」
と
い
う
挨
拶
文
を
載
せ
た
。
日
本
民
族
を
満
洲
へ

定
着
さ
せ
る
た
め
、
青
少
年
義
勇
軍
や
、
大
日
本
婦
人
会
の
組
織
を
あ
げ
て
開
拓
花
嫁
を

送
り
出
す
と
い
っ
た
記
事
が
目
立
つ
。

長
野
県
内
で
も
最
多
の
移
民
を
送
り
出
し
た
飯
田
下
伊
那
地
域
は
、
信
濃
海
外
協
会
の

主
事
小
出
佐
一
が
飯
田
市
の
助
役
に
就
任
（
一
九
四
四
年
末
）、
県
内
で
初
め
て
つ
く
ら
れ

た
下
伊
那
開
拓
館
に
二
万
円
も
の
補
助
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
満
洲
開
拓
の
先
進
的
地
域
で

あ
っ
た
。『
信
濃
開
拓
時
報
』
は
、
九
九
八
名
も
の
青
少
年
義
勇
軍
を
送
り
出
し
た
下
伊
那

教
育
会
（
館
）
の
中
に
全
号
ま
と
め
て
残
さ
れ
て
お
り
、
旧
座
光
寺
村
役
場
に
も
僅
か
に

残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
史
料
は
終
戦
末
期
の
長
野
県
満
洲
移
民
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、『
海
の
外
』
と
併
せ
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

（
さ
い
と
う
・
と
し
え　

元
飯
田
市
歴
史
研
究
所
調
査
研
究
員
）

信
濃
海
外
協
会
は
全
国
七
番
目
の
海
外
協
会
と
し
て
一
九
二
二
年
一
月
に
設
置
さ
れ
た
。

機
関
誌
『
海
の
外
』
に
は
、
在
外
長
野
県
人
か
ら
の
通
信
や
、
世
界
各
地
の
移
植
民
の
実

情
や
産
業
に
関
す
る
報
告
、
移
植
民
奨
励
に
関
す
る
施
策
や
講
演
会
の
案
内
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
海
外
移
植
民
を
奨
励
す
る
こ
の
よ
う
な
活
動
は
他
府
県
の
海
外
協
会
で
も

行
わ
れ
て
い
た
が
、
信
濃
海
外
協
会
の
特
筆
す
べ
き
活
動
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
日
本

人
移
住
地
建
設
事
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
九
二
四
年
一
〇
月
、
協
会
幹
事
の
永
田
稠
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
派
遣
さ
れ
、
当
時
の
開
拓

前
線
で
あ
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
北
西
部
の
土
地
五
三
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入
し
、
移
住

地
建
設
が
は
じ
ま
っ
た
。

ア
リ
ア
ン
サ
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
移
住
地
は
、
協
会
総
裁
で
あ
る
本
間
利
雄
長
野
県

知
事
が
「
移
民
は
決
し
て
徒
手
空
拳
に
て
、
行
か
し
め
て
は
な
ら
な
い
、
資
本
の
後
援
が

有
り
確
実
な
る
計
画
の
下
に
、
送
る
で
（
な
）
け
れ
ば
、
成
功
す
る
者
は
稀
で
あ
る
」（『
海

の
外
』
伯
剌
西
爾
移
住
地
建
設
号
、
一
九
二
三
年
六
月
、
五
頁
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
学
校
や

病
院
、
工
場
な
ど
を
整
備
し
た
理
想
的
移
住
地
と
し
て
構
想
さ
れ
、
長
野
県
内
外
の
人
々

を
ひ
き
つ
け
た
。
移
住
者
に
は
、
元
官
僚
や
農
工
文
学
士
、
医
者
、
歌
人
や
俳
人
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
中
産
階
級
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
経
済
的
成
功
一
辺
倒
で
は
な
く

文
化
、
教
育
、
宗
教
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら
、
在
伯
日
本
人
社
会
に
お
い
て
「
銀
ブ
ラ
移
民
」

と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
ア
リ
ア
ン
サ
移
住
地
の
経
営
が
理
想
ど
お

り
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
移
住
地
の
建
設
経
験
は
、
海
外
移
住
組
合
法

施
行
を
経
て
、
日
本
政
府
出
資
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
地
建
設
事
業
に
引
き
継
が
れ
た
。

各
府
県
で
海
外
協
会
や
海
外
移
住
組
合
が
盛
ん
に
設
立
さ
れ
た
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代

は
、
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
の
隆
盛
期
に
あ
た
る
。
各
府
県
の
機
関
は
、
移
民
を
送
り

出
す
国
家
と
実
際
に
渡
航
す
る
人
々
の
間
に
あ
っ
て
、
具
体
的
な
移
動
を
方
向
づ
け
る
役

割
を
担
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。『
海
の
外
』
復
刻
に
よ
っ

て
海
外
協
会
の
実
務
と
役
割
が
明
ら
か
に
な
り
、
協
会
の
活
動
を
通
じ
て
長
野
県
の
人
々

が
ど
の
よ
う
な
情
報
や
宣
伝
に
触
れ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
て
、
海
外
渡
航
す
る
に

至
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
年
、
近
代
以
降
の
日
本
人
の
移
動
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
日
本
の
勢
力

圏
に
移
動
し
た
「
植
民
」
と
、
南
北
米
な
ど
に
移
動
し
た
「
移
民
」
を
別
個
の
も
の
と
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
共
通
点
や
連
続
性
に
着
目
す
る
研
究
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
移
住
地
建
設
と
い
う
特
別
な
経
験
を
持
ち
、
後
に
は
全
国
最
多
の
満
洲
移

民
を
送
り
出
し
た
長
野
県
の
人
々
が
、「
海
の
外
」
を
ど
う
認
識
し
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
た
の
か
。
こ
の
実
態
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
本
誌
の
復
刻
は
、
帝
国
日
本
の
人
の
移

動
に
つ
い
て
、
研
究
の
空
隙
を
埋
め
る
重
要
な
記
録
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
な
む
ら
・
ゆ
う
こ　
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

『
海
の
外
』
か
ら
『
信
濃
開
拓
時
報
』
へ

─
終
戦
間
際
の
長
野
県
満
洲
移
民
に
つ
い
て
登
載
─

『
海
の
外
』
か
ら
『
信
濃
開
拓
時
報
』
へ

─
終
戦
間
際
の
長
野
県
満
洲
移
民
に
つ
い
て
登
載
─



▲『海の外』第189号、1938年１月
　永田稠は関東軍と対立し、一度追放されるものの、ブラジル
での成功を満洲でも実現しようと奔走する。

▲上　『信濃開拓時報』第１号、1944年７月
　下　同第８号、1945年２月
　終戦間際の移民促進、満洲の現地の様子を伝える貴重な資料。1945年５月まで11号の発行が確認できる。

永田　稠
（ながた・しげし　1881～1973年）
日本力行会第２代会長、信濃海外協会幹事。
『海の外』の編輯人を終刊まで務めた。信濃
海外協会の設立や、アリアンサ移住地の建
設に大きくかかわる。クリスチャンである
永田は、満洲への移民に際しても関東軍や
拓務省と異なる見解をもち、旧約聖書の約
束の地「カナン」への移住と日本人の移住
を重ねながら、移民を推進していった。

『
海
の
外
』『
信
濃
開
拓
時
報
』
の
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
。

本
誌
は
大
正
末
期
か
ら
一
九
四
五
年
の
終
戦
ま
で
に
、
多
く
の
民
衆
が
体
験
し
た
激
動
の

時
代
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
る
。

一
九
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
信
濃
海
外
協
会
は
長
野
県
庁
内
に
事
務
所
を
置
き
、『
海
の

外
』を
毎
月
発
行
し
た
。印
刷
は
信
濃
毎
日
新
聞
社
印
刷
所
で
、県
内
を
中
心
に
配
ら
れ
た
。

『
海
の
外
』
は
、
日
本
の
過
剰
人
口
問
題
の
解
決
策
を
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
に
求
め
た
が
、
一
九

二
九
年
に
は
満
洲
へ
の
移
民
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
の
信
濃
海
外

協
会
十
周
年
記
念
で
は
「
満
洲
愛
国
信
濃
村
建
設
趣
旨
」
を
か
か
げ
、
永
田
稠
が
理
想
と

し
た
民
間
団
体
か
ら
、
政
治
色
の
強
い
団
体
に
変
貌
し
て
い
っ
た
。

一
九
四
一
年
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
信
濃
海
外
協
会
は
翌
年
改
組
さ

れ
、
一
九
四
四
年
に
は
長
野
県
開
拓
協
会
と
発
展
的
に
改
称
さ
れ
る
。
機
関
誌
『
海
の
外
』

は
廃
刊
と
な
り
、
あ
ら
た
に
『
信
濃
開
拓
時
報
』
と
し
て
一
九
四
五
年
五
月
、
第
一
一
号

ま
で
発
行
さ
れ
た
。
組
織
名
は
変
わ
っ
て
も
、
会
長
は
知
事
の
ま
ま
で
役
員
も
ほ
ぼ
同
じ

人
で
占
め
た
。

『
信
濃
開
拓
時
報
』
第
六
号
（
一
九
四
四
年
一
二
月
）
に
は
、
一
九
四
四
年
の
県
内
の
義

勇
軍
を
含
む
満
洲
移
民
者
は
三
八
九
三
名
で
、
開
拓
事
業
開
始
以
来
、
最
大
規
模
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。
第
七
号
（
一
九
四
五
年
一
月
）
に
は
長
野
県
開
拓
協
会
長
・
大
坪
保
雄
（
長

野
県
知
事
）
の
「
昭
和
二
十
年
こ
そ
決
勝
の
年
た
ら
し
む
る
べ
く
我
等
一
億
総
べ
て
特
攻

精
神
を
以
っ
て
こ
と
に
当
た
る
…
…
」
と
い
う
挨
拶
文
を
載
せ
た
。
日
本
民
族
を
満
洲
へ

定
着
さ
せ
る
た
め
、
青
少
年
義
勇
軍
や
、
大
日
本
婦
人
会
の
組
織
を
あ
げ
て
開
拓
花
嫁
を

送
り
出
す
と
い
っ
た
記
事
が
目
立
つ
。

長
野
県
内
で
も
最
多
の
移
民
を
送
り
出
し
た
飯
田
下
伊
那
地
域
は
、
信
濃
海
外
協
会
の

主
事
小
出
佐
一
が
飯
田
市
の
助
役
に
就
任
（
一
九
四
四
年
末
）、
県
内
で
初
め
て
つ
く
ら
れ

た
下
伊
那
開
拓
館
に
二
万
円
も
の
補
助
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
満
洲
開
拓
の
先
進
的
地
域
で

あ
っ
た
。『
信
濃
開
拓
時
報
』
は
、
九
九
八
名
も
の
青
少
年
義
勇
軍
を
送
り
出
し
た
下
伊
那

教
育
会
（
館
）
の
中
に
全
号
ま
と
め
て
残
さ
れ
て
お
り
、
旧
座
光
寺
村
役
場
に
も
僅
か
に

残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
史
料
は
終
戦
末
期
の
長
野
県
満
洲
移
民
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、『
海
の
外
』
と
併
せ
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

（
さ
い
と
う
・
と
し
え　

元
飯
田
市
歴
史
研
究
所
調
査
研
究
員
）



日
本
力
行
会
は
一
八
九
七
年
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
島
貫
兵

太
夫
が
苦
学
生
救
済
・
海
外
発
展
の
必
要
性
を
唱
え
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
。同
会
機
関
紙『
力
行
世
界
』は
一
九
一
三
年
よ
り
刊
行
さ
れ
、

世
界
各
地
に
在
住
す
る
会
員
の
声
、
移
民
を
希
望
し
て
い
る
人
と
の

問
答
、
渡
航
の
方
法
案
内
等
、
移
民
に
関
す
る
記
事
を
豊
富
に
掲
載

す
る
。
一
九
一
三
年
か
ら
四
五
年
刊
行
分
を
収
録
。

体
裁
―
Ａ
５
判
／
Ｂ
５
判
／
Ｂ
４
判
・
上
製
・
総
２
０
、５
０
０
頁

別
冊
―
解
説
（
和
田
敦
彦
）・
総
目
次
・
索
引

　
　
　

定
価
３
、３
０
０
円
（
分
売
可
）

価
格
―
揃
定
価
８
３
８
、２
０
０
円

　
　
　
（
揃
本
体
７
６
２
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

ブ
ラ
ジ
ル
初
の
邦
字
紙
を
復
刻
！
現
存
を
確
認
で
き
る
一
九
一
八

年
刊
行
分
を
収
録
。
農
牧
業
や
国
際
情
勢
等
の
情
報
だ
け
で
は
な
く
、

「
移
民
の
耕
地
逃
亡
」「
日
本
人
の
大
泥
棒
」
と
い
っ
た
内
容
ま
で
、
資

料
の
乏
し
い
同
時
期
の
様
子
を
生
々
し
く
伝
え
る
一
級
資
料
で
あ
る
。

体
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
１
、０
５
６
頁

収
録
号
数
―�

第
１
０
３
～
１
０
８
、
１
１
０
～
１
１
３
、
１
１
６
、

１
３
４
～
１
４
８
、
１
５
０
号

価
格
―
揃
定
価
７
２
、６
０
０
円

　
　
　
（
揃
本
体
６
６
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

政
府
に
よ
る
大
量
移
民
方
針
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し
、
一
九

三
六
年
か
ら
四
五
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
拓
け
満
蒙
』
と
そ
の
継
続

誌
『
新
満
洲
』『
開
拓
』。
時
局
の
進
展
に
伴
う
満
洲
移
民
の
意
義
と

実
態
の
変
化
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
一
級
資
料
で
あ
る
。

体
裁
―
Ｂ
５
判
／
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
１
１
、８
６
４
頁

別
冊
―
解
説
（
岡
部
牧
夫
）・
解
題
（
小
林
弘
二
）・
総
目
次

　
　
　

定
価
２
、２
０
０
円
（
分
売
可
）

価
格
―
揃
定
価
５
５
６
、６
０
０
円

　
　
　
（
揃
本
体
５
０
６
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

大
正
期
の
移
民
問
題
の
改
善
を
主
な
目
的
と
し
て
、
渋
沢
栄
一
を

中
心
に
設
立
さ
れ
た
「
日
本
移
民
協
会
」（
大
隈
重
信
＝
会
頭
）
の

機
関
誌
。
一
九
一
四
年
一
〇
月
か
ら
一
九
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
、
北

米
・
ハ
ワ
イ
・
南
米
・
東
南
ア
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
・
南
洋
諸
島
等
、
諸

地
域
に
わ
た
る
移
民
の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

体
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
６
８
０
頁

解
説
―
坂
口
満
宏
・
総
目
次
・
索
引
付
き

価
格
―
揃
定
価
３
９
、６
０
０
円

　
　
　
（
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

一
九
三
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
初
の

日
本
語
読
本
教
科
書
を
復
刻
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
偉
人
・
歴
史
上
の
人
物

の
伝
記
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
女
生
徒
の
作
文
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教

科
書
か
ら
の
翻
訳
教
材
も
見
ら
れ
、「
日
本
的
教
育
」
と
「
ブ
ラ
ジ

ル
的
教
育
」
の
融
和
へ
の
志
向
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

体
裁
―
Ａ
４
判
（
四
面
付
）・
上
製
・
総
３
０
０
頁

解
題
―
根
川
幸
男

価
格
―
定
価
３
６
、３
０
０
円
（
本
体
３
３
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

「
満
洲
国
」
で
移
民
政
策
を
推
進
し
た
満
洲
拓
殖
公
社
、
満
洲
国

政
府
開
拓
総
局
、
満
洲
国
協
和
会
が
刊
行
に
関
わ
っ
た
『
偕
拓
』、『
開

拓
月
報
』、『
開
拓
協
和
』
と
い
っ
た
、
一
九
三
七
年
以
降
の
「
満
洲

開
拓
」
の
実
態
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
の
一
級
資
料
を
復
刻
・

集
成
。

体
裁
―
Ａ
５
判
／
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
５
、８
０
０
頁

別
冊
―
解
題
（
風
間
秀
人
）・
総
目
次

　
　
　

定
価
１
、６
５
０
円
（
分
売
可
）

価
格
―
揃
定
価
２
４
２
、０
０
０
円

　
　
　
（
揃
本
体
２
２
０
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

日
本
か
ら
中
南
米
地
域
の
移
民
受
入
地
の
視
察
報
告
を
ま
と
め
、

一
九
二
二
年
五
月
か
ら
三
一
年
九
月
ま
で
に
計
二
七
冊
刊
行
さ
れ
た

『
移
民
地
事
情
』。
移
民
地
の
詳
細
な
地
図
と
写
真
を
掲
載
し
、
受
入

国
の
実
情
と
、
移
民
の
実
態
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

体
裁
―
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
４
、８
１
０
頁

別
冊
―
解
説
（
柳
田
利
夫
）・
総
目
次
、
定
価
１
、１
０
０
円
（
分
売
可
）

価
格
―
揃
定
価
２
１
０
、１
０
０
円

　
　
　
（
揃
本
体
１
９
１
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
で
は「
勝
ち
組
」、「
負

け
組
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
思
想
的
な
対
立
が
顕
著
と
な
っ
た
。「
勝

ち
組
」
と
は
日
本
の
敗
戦
を
信
じ
な
か
っ
た
日
本
人
移
民
の
こ
と
で
、

一
九
四
六
年
か
ら
四
七
年
の
時
点
で
は
在
伯
日
本
人
移
民
の
八
割
を

占
め
た
。
一
方
の
「
負
け
組
」
の
人
た
ち
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
新

聞
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
日
系
社
会
の
エ
リ
ー
ト
が
多
か
っ
た
。『
輝

号
』
は
、「
勝
ち
組
」
の
広
報
誌
と
し
て
一
九
四
九
年
三
月
か
ら
五

三
年
二
月
ま
で
刊
行
さ
れ
、「
勝
ち
組
」
の
日
本
回
帰
運
動
の
心
理

に
迫
る
資
料
で
あ
る
。

収
録
内
容　

�

創
刊
号
（
昭
和
二
四
年
三
月
）
全
頁
・
各
号
「
目
次
」

「
編
輯
後
記
」

体
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
１
８
０
頁

解
説
―
岸
和
田
仁

価
格
―
定
価
２
０
、９
０
０
円
（
本
体
１
９
、０
０
０
円
＋
税
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